
学生支援・
キャリアセンター

三重大学 教育推進・学生支援機構

Mie University Organization for Education 
Development & Student Service Center for 
Student Career & Support

2025年度

報告書



目次

Ⅰ　学生支援・キャリアセンター

・組織図 ……………………………………………………………………………………………… 01

・学生支援・キャリアセンター会議　委員名簿 ………………………………………………… 02

Ⅱ　学生支援企画部門

1．修学支援ユニット

・活動報告 …………………………………………………………………………………………… 03

・奨学生数 …………………………………………………………………………………………… 05

・学部別外国人留学生数 …………………………………………………………………………… 06

・国籍別外国人留学生数 …………………………………………………………………………… 07

・入学料免除者数 …………………………………………………………………………………… 08

・授業料免除者数 …………………………………………………………………………………… 09

・学生寄宿舎入寮許可状況 ………………………………………………………………………… 10

・学生保険の加入について ………………………………………………………………………… 11

2．学生活動ユニット

・活動報告 …………………………………………………………………………………………… 13

・クラブ・サークル一覧（体育系・文化系） …………………………………………………… 14

3．学生相談ユニット

・活動報告 …………………………………………………………………………………………… 17

Ⅲ　キャリア支援部門

・活動報告 …………………………………………………………………………………………… 22

・就職状況 …………………………………………………………………………………………… 27

Ⅳ　障害学生支援部門

・活動報告 …………………………………………………………………………………………… 29

Ⅴ　SA（スチューデント・アシスタント）

・キャリア・ピアサポーター資格取得ガイド …………………………………………………… 31



ｰ 01 ｰ

Ⅰ 学生支援・キャリアセンター
令和 7年度　学生支援・キャリアセンター　組織図

●学生支援企画部門
　部門長 冨樫　健二
　副部門長 伴　　智美

・修学支援ユニット
　　担当教員 伴　　智美

・学生活動ユニット
　　担当教員 冨樫　健二

・学生相談ユニット
　　担当教員 伴　　智美
 鈴木　英一郎

・奨学金及び入学料・授業料の免除等の
経済的支援
・学生寄宿舎の管理
・学生保険（学研災・学研賠等）
・課外活動及びボランティア活動支援
・課外活動施設の管理
・学生厚生施設の管理
・学生の個人的諸問題の相談及び助言・
指導
・助言等に必要な事例の調査・研究
・各学部等との連携・調整
・ハラスメント対策委員会との連携・調整

・キャリア教育
・就職活動支援
・インターンシップ
・地域人材育成教育の推進
・三重創生ファンタジスタ育成

●キャリア支援部門
　部門長 冨樫　健二
　担当教員 長岡　みか
 日下　清佳

・合理的配慮に係る助言及び調整
・障害のある学生の相談及び学修支援
・障害のある学生の関係部局等との連
絡・調整
・支援学生の養成
・障害のある学生支援に係る調査・研究

●障害学生支援部門
　部門長 伴　　智美
　副部門長 風間　惇希

学務部
　学生支援チーム
・学生支援・キャリアセンター会議の事務
・修学支援ユニットに関する事務
・学生活動ユニットに関する事務
・学生相談ユニットに関する事務
・障害学生支援部門に関する事務

　キャリア支援チーム
・キャリア支援部門に関する事務

学生支援・キャリアセンター会議
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令和 7年度　学生支援・キャリアセンター会議　委員名簿

氏　　名 備　　考

委員

学生支援・キャリアセンター長
学生支援企画部門長
学生支援企画部門学生活動ユニット

冨樫　健二 副理事
教　授

学生支援・キャリアセンター副センター長
学生支援企画部門副部門長
学生支援企画部門修学支援ユニット、
学生相談ユニット

伴　智美 学長補佐
准教授

学生支援企画部門学生相談ユニット 鈴木　英一郎 講　師

キャリア支援部門 長岡　みか 講　師

キャリア支援部門 日下　清佳 講　師

障害学生支援部門 風間　惇希 講　師

陪席

学生支援課長 一丸　直人

学生支援チーム副課長 内田　友和

学生支援チーム 杉谷　涼子

学生支援チーム 白木　裕也

学生支援チーム 小桑　宏太

学生支援チーム 嶋沢　和晃

キャリア支援課長 小島　佑介

キャリア支援チーム 山口　裕子

キャリア支援チーム 五百田　雄介
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Ⅱ 学生支援企画部門

1．修学支援ユニット

令和 7年度　活動報告

1 修学支援事業（物価高に対する食の支援事業）の実施

米などの食料品価格高騰が続いており、食生活に影響が生じている学生等を支援するため、「修学支援事業（物
価高に対する食の支援事業）」を行った。支援内容は三重大学生協にて食料品にのみ使用可能な金券を、1人当
たり 1万円分の配布。124名の申請があり、支援要件を満たす 124名に対して支援を行った。

2 学業成績等優秀学生の授業料免除制度について

令和4年度より制定された「三重大学学業成績等優秀学生の授業料免除制度に関する規程」について、各研究
科の修士課程・博士前期課程・専門職学位課程に在籍する学業成績等が優秀な学生に対し、授業料免除を行った。

3 家計急変による給付奨学金及び貸与奨学金（日本学生支援機構）への対応

家計急変の事由が生じた学生に対し、年間を通じて相談受付及び申請受付を行った。
令和 7年度は、家計急変採用（給付型奨学金）及び緊急・応急採用（貸与型奨学金）について 8名（10件）
からの申請があり、うち 6名（8件）が採用された。

4 三重大学入学特別奨学金制度について

三重大学入学料免除及び徴収猶予取扱規程に基づく入学料免除を申請した者のうち、入学料免除の選考基準
相応の免除を受けることができなかった学生を対象に、「三重大学修学支援事業基金」から一人当たり 5万円
を支給する事業を実施した。
令和 7年度は、大学院生 26名に支援を実施した。（前年度比 6名増）

5 英語能力試験にかかる支援費補助事業について

経済的に修学困難な学生に対し、英語能力試験（TOEIC）を受験した場合に支援費及び教材費として「三重
大学修学支援事業基金」から一人あたり 1万円を支給する「英語能力試験にかかる支援費補助事業」を実施した。
令和 7年度は 2回の募集期間を設け、合計 105名からの申請があり、支援対象となる 99名に支援費を支給
した。

6 三重大学生浦マリ子奨学金について

日本学生支援機構給付奨学金を利用していない学生を対象とし、「三重大学振興基金」から 1人当たり年額
30万円を支給する本学独自の給付型奨学金「三重大学生浦マリ子奨学金」について、令和 7年度は基本枠 3
名の学生を採用した。
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7 学生寄宿舎の改善及び備品

男子学生寄宿舎　　　補食室の清掃　8室　352千円
　　　　　　　　　　ベッドのマットレスの取替　20枚　399千円
　　　　　　　　　　電子レンジの取替　8台　353千円
　　　　　　　　　　オーブントースターの取替　8台　57千円
　　　　　　　　　　3・4階便所大便器用低圧フラッシュバルブ改修工事　294千円
　　　　　　　　　　乾燥機の取替　4台　317千円
女子学生寄宿舎　　　ベッドのマットレスの取替　20枚　399千円
　　　　　　　　　　センサーライトの交換及び共同棟のカーテンレールの修繕　75千円
　　　　　　　　　　下駄箱の購入及び既存の下駄箱の棚の増設　130千円
　　　　　　　　　　オーブントースターの取替　6台　42千円
　　　　　　　　　　傘立ての取替　80千円
　　　　　　　　　　階段踊り場網戸取換工事　62千円
国際女子学生寄宿舎　ベッドのマットレスの取替　20枚　399千円
　　　　　　　　　　オーブントースターの取替　4台　28千円
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三重大学　奨学生数

令和 8年 3月現在

区分

学部等
在学生数

日本学生支援機構

地方公共団体
民間育英団体

入学特別
奨学金 合計

在学生に
対する
百分率給付

第一種
（無利子）・
授業料後
払い

第二種
（有利子） 計

学部

人 文 学 部 1,096 234 133 106 473 2 475 43.3%

教 育 学 部 831 206 107 72 385 7 392 47.2%

医 学 部 1,084 223 93 107 423 311 734 67.7%

工 学 部 1,856 399 222 163 784 12 796 42.9%

生 物 資 源 学 部 1,121 237 136 117 490 10 500 44.6%

大学院

人文社会科学研究科 26 0 0 0 0 1 1 3.8%

教 育 学 研 究 科 51 20 2 22 0 0 22 43.1%

医学系研究科

修士 14 1 0 1 0 1 2 14.3%

前期 20 3 0 3 3 0 6 30.0%

後期 13 1 0 1 2 0 3 23.1%

博士 171 0 0 0 0 0 0 0.0%

工学研究科
前期 483 195 6 201 6 14 221 45.8%

後期 50 2 0 2 0 0 2 4.0%

生物資源学
研 究 科

前期 232 77 4 81 8 9 98 42.2%

後期 57 4 1 5 1 0 6 10.5%

地域イノベーション学
研 究 科

前期 38 10 2 12 0 1 13 34.2%

後期 35 3 1 4 0 0 4 11.4%

計 7,178 1,299 1,007 581 2,887 362 26 3,275 45.6%

⬆
在学生数
R7.5.1現在
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2025 年度　外国人留学生数（学部・研究科等別）

11 月１日現在

学部 修士 博士
計

正規 非正規 正規 非正規 正規 非正規

人 文 学 部 ・
人文社会科学研究科 7 （2） 32（17） 10 （6） 13 （8） 62（33）

教 育 学 部 ・
教 育 学 研 究 科 0 （0） 8 （5） 0 （0） 0 （0） 8 （5）

医 学 部 ・
医 学 系 研 究 科 0 （0） 0 （0） 2 （2） 1 （0） 13 （5） 2 （0） 18 （7）

工学部・工学研究科 28 （3） 12 （5） 11 （2） 3 （0） 26 （9） 1 （0） 81（19）

生 物 資 源 学 部・
生物資源学研究科 1 （0） 5 （3） 9 （6） 10 （4） 28（10） 2 （1） 55（24）

地域イノベーション学
研 究 科 3 （1） 1 （1） 5 （4） 0 （0） 9 （6）

国 際 戦 略 機 構 27（15） 0 （0） 0 （0） 27（15）

計 36 （5） 84（45） 35（17） 28（13） 72（28） 5 （1）260 （109）

（　）は、内数で女子を示す。
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2025 年度　国籍別外国人留学生数調

総数（女子）

32ヶ国・地域 260（109）
11月１日現在

地　域　・　国　名
【　学　部　】 【　大　学　院　】 【国際交流

センター】 計
正規生 非正規生 正規生 非正規生 非正規生

ア ジ ア

中　国 12（1） 26（12） 49（23） 20（8） 8（5） 115（49）
ベトナム 7（0） 1（1） 1（0） 11（8） 20（9）
韓　国 11（3） 4（2） 1（1） 1（1） 17（7）
インドネシア 2（1） 3（2） 18（6） 1（1） 1（0） 25（10）
台　湾 6（2） 2（2） 2（1） 10（5）
マレーシア 1（0） 5（3） 7（3） 1（0） 14（6）
バングラデシュ 1（1） 5（2） 1（1） 7（4）
カンボジア 2（0） 2（2） 1（1） 5（3）
フィリピン 6（2） 1（0） 7（2）
タ　イ 4（3） 1（0） 1（1） 6（4）
ミャンマー 0（0）
ネパール 1（1） 1（1）

アフリカ

ザンビア 3（1） 3（1）
エジプト 2（1） 2（1）
ガーナ 2（0） 2（0）
ベナン 1（0） 1（0）
アルジェリア 1（0） 1（0）
コンゴ 1（0） 1（0）
カメルーン 1（0） 1（0）
モロッコ 1（0） 1（0）
マダガスカル 1（0） 1（0）
ケニア 0（0）
タンザニア 1（0） 3（0） 4（0）

ヨーロッパ

ドイツ 5（5） 2（0） 7（5）
フランス 2（0） 3（1） 5（1）
イギリス 1（1） 1（1）
ブルガリア 1（0） 1（0）
ベラルーシ 0（0）
イタリア 0（0）
スウェーデン 0（0）

中 東 シリア 1（0） 1（0）
オセアニア オーストラリア 1（0） 1（0）

合　　　　　　計
36（5） 57（30） 107（45） 33（14） 27（15）

260（109）
93（35） 140（59） 27（15）

（　）は、内数で女子を示す。

正規生 非正規生
143（50） 117（59）
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令和７年度　入学料免除者数 (学部・研究科別）

●入学料免除
学部・研究科名 申請者数 全額免除 2/3 免除 半額免除 1/3 免除 1/4 免除

人文 学部 77 54 6 － 6 0
修士 3 0 － 3 － －

教育 学部 64 52 2 － 3 －
専門職学位 2 0 － 2 － －

医学
学部 66 47 3 － 6 －
修士・博士前期 3 0 － 1 － －
博士・博士後期 2 0 － 0 － －

工学
学部 130 98 9 － 5 －
博士前期 45 0 － 20 － －
博士後期 2 0 － 1 － －

生物資源
学部 80 62 2 － 2 －
博士前期 20 0 － 9 － －
博士後期 0 0 － 0 － －

地域イノベ 博士前期 1 0 － 1 － －
博士後期 0 0 － 0 － －

合　　　計 495 313 22 37 22 0

●令和７年度入学料免除者数
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令和 7年度　授業料免除者数（学部・研究科別）

●授業料免除

学部・研究科名 申請者数 全額免除 2/3 免除 半額免除 1/3 免除 1/4 免除 免除者計
前期 後期 合計 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

人文 学部 250 240 490 184 183 17 19 - - 16 17 - - 217 219
修士 5 7 12 5 5 - - 0 1 - - - - 5 6

教育 学部 216 208 424 177 167 8 17 - - 14 10 - - 199 194
修士・専門職 3 5 8 2 3 - - 0 0 - - - - 2 3

医学
学部 250 229 479 190 188 11 11 - - 13 9 - - 214 208
修士・博士前期 8 6 14 3 3 - - 1 1 - - - - 4 4
博士・博士後期 4 6 10 1 1 - - 2 2 - - - - 3 3

工学
学部 430 409 839 326 316 32 39 - - 13 19 - - 371 374
博士前期 101 102 203 42 46 - - 13 14 - - - - 55 60
博士後期 9 8 17 3 2 - - 5 5 - - - - 8 7

生物資源
学部 260 246 506 204 191 12 18 - - 10 10 - - 226 219
博士前期 48 47 95 21 21 - - 12 12 - - - - 33 33
博士後期 17 14 31 9 7 - - 4 3 - - - - 13 10

地域イノベ 博士前期 13 11 24 5 4 - - 1 2 - - - - 6 6
博士後期 6 6 12 5 4 - - 1 2 - - - - 6 6

合　　計 1,620 1,544 3,164 1,177 1,141 80 104 39 42 66 65 0 0 1,362 1,352

●令和 7年度授業料免除者数
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令和 7年度　学生寄宿舎入寮許可状況

●留学生会館
定員：35室 募集人数 申請者数 許可者数 備考

単身室（30人）
前期 0 0 0 ※改修工事のため利

用停止後期 0 0 0

夫婦室（5室）
前期 0 0 0 ※改修工事のため利

用停止後期 0 0 0

●留学生寄宿舎A棟
定員：34名 募集人数 申請者数 許可者数 備考

単身室（34人）
前期 20 20 20

後期 31 21 21

●留学生寄宿舎B棟
定員：35名 募集人数 申請者数 許可者数 備考

単身室（35人）
前期 22 22 22

後期 25 25 25

●留学生寄宿舎Ｃ・Ｄ棟
定員：85名 募集人数 申請者数 許可者数 備考

単身室（29人）※
前期 11 11 11

後期 18 18 18

４人部屋（56人）
前期 31 27 27

後期 40 37 37
※Ｃ棟の留学生用単身室は 9部屋。C棟には他に研究者用単身室が 6部屋ある。
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令和 7年度　学生保険の加入について

●学生教育研究災害傷害保険・学生教育研究賠償責任保険 令和 7年度

学部・研究科 入学者数 加入者数 加入率
人 文 学 部 259 192 74.1%
教 育 学 部 200 173 86.5%
医 学 部 211 204 96.7%
工 学 部 444 392 88.3%
生 物 資 源 学 部 271 235 86.7%

学部計 1,385 1,196 86.4%
人 文 社 会 科 学 研 究 科 12 6 50.0%
教 育 学 研 究 科 28 24 85.7%

医 学 系 研 究 科

生命医科学専攻（博士課程） 41 33 80.5%
看護学専攻（博士後期課程） 2 2 100.0%
看護学専攻（博士前期課程） 7 6 85.7%
医科学専攻（修士課程） 8 8 100.0%

工 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 15 15 100.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 254 211 83.1%

生 物 資 源 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 16 16 100.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 123 92 74.8%

地域イノベーション学研究科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 6 5 83.3%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 16 11 68.8%

大学院計 528 429 81.3%
合計 1,913 1,625 84.9%

●学研災付帯学生生活総合保険 令和 7年度

学部・研究科 入学者数 加入者数 加入率
人 文 学 部 259 7 2.7%
教 育 学 部 200 2 1.0%
医 学 部 211 10 4.7%
工 学 部 444 7 1.6%
生 物 資 源 学 部 271 4 1.5%

学部計 1,385 30 2.2%
人 文 社 会 科 学 研 究 科 12 0 0.0%
教 育 学 研 究 科 28 0 0.0%

医 学 系 研 究 科

生命医科学専攻（博士課程） 41 0 0.0%
看護学専攻（博士後期課程） 2 0 0.0%
看護学専攻（博士前期課程） 7 0 0.0%
医科学専攻（修士課程） 8 0 0.0%

工 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 15 0 0.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 254 9 3.5%

生 物 資 源 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 16 0 0.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 123 6 4.9%

地域イノベーション学研究科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 6 0 0.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 16 0 0.0%

大学院計 528 15 2.8%
合計 1,913 45 2.4%
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●大学生協の学生総合共済 令和 7年度

学部・研究科 入学者数 加入者数 加入率
人 文 学 部 259 199 76.8%
教 育 学 部 200 135 67.5%
医 学 部 211 139 65.9%
工 学 部 444 315 70.9%
生 物 資 源 学 部 271 191 70.5%

学部計 1,385 979 70.7%
人 文 社 会 科 学 研 究 科 12 2 16.7%
教 育 学 研 究 科 28 10 35.7%

医 学 系 研 究 科

生命医科学専攻（博士課程） 41 2 4.9%
看護学専攻（博士後期課程） 2 0 0.0%
看護学専攻（博士前期課程） 7 0 0.0%
医科学専攻（修士課程） 8 2 25.0%

工 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 15 0 0.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 254 164 64.6%

生 物 資 源 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 16 3 18.8%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 123 82 66.7%

地域イノベーション学研究科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 6 0 0.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 16 10 62.5%

大学院計 528 275 52.1%
合計 1,913 1,254 65.6%

●学研災・学研賠又は大学生協保険の加入者について 令和 7年度

学部・研究科 入学者数 加入者数 加入率
人 文 学 部 259 242 93.4%
教 育 学 部 200 200 100.0%
医 学 部 211 206 97.6%
工 学 部 444 421 94.8%
生 物 資 源 学 部 271 270 99.6%

学部計 1,385 1,339 96.7%
人 文 社 会 科 学 研 究 科 12 7 58.3%
教 育 学 研 究 科 28 28 100.0%

医 学 系 研 究 科

生命医科学専攻（博士課程） 41 33 80.5%
看護学専攻（博士後期課程） 2 2 100.0%
看護学専攻（博士前期課程） 7 6 85.7%
医科学専攻（修士課程） 8 8 100.0%

工 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 15 15 100.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 254 237 93.3%

生 物 資 源 学 研 究 科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 16 16 100.0%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 123 122 99.2%

地域イノベーション学研究科
（ 博 士 後 期 課 程 ） 6 5 83.3%
（ 博 士 前 期 課 程 ） 16 16 100.0%

大学院計 528 495 93.8%
合計 1,913 1,834 95.9%



ｰ 13 ｰ

2．学生活動ユニット

令和 7年度　活動報告

1 クラブ・サークル活動関係

毎月クラブ・サークル連絡会を開催し、各種注意喚起、連絡を行った。3月 18 日の連絡会に合わせて水泳部、
医学部卓球部、医学部陸上部、医学部弓道部、医学部サッカー部、医学部空手道部、プロジェクトDが輝かし
い成績を収めたことが評価され、三重大学課外教育活動等学生表彰を受けた。また、今年度より日本最大級の
“学生による ”資金調達イベントであるGivingCampaign に三重大学も参加することを決定し、10 月 10 日～
10月 19 日の 10日間で総額約 115 万円の寄附を獲得し、クラブ・サークル活動の推進に寄与した。

2 課外活動施設の改善及び備品等購入助成

＊テニスコート テニスネット修繕
＊グラウンド 北側 ･南側男子トイレ小便器修繕工事
＊総合運動場 貯留槽ポンプ取替工事
＊野球場 グラウンド整備工事
＊プール 濾過機年間点検及び取替修繕（前期・後期）、内壁修繕工事
＊第 1体育館 通路誘導灯他取替工事、ドアノブ更新工事、床修繕
＊屋内トレーニング場 床フローリング修繕工事
＊第 2体育館 2F 卓球場手摺パン修繕、床修繕
＊クラブハウス 2 階個室 8天井修繕工事
＊永井トレーニングルーム エアコン室内機洗浄及び天井補修工事、換気扇 3台交換工事
＊翠陵会館 女子トイレ建具修理工事
＊第 2食堂 トイレ照明センサー取替工事
＊合宿所 エアコン更新工事、屋根修繕
＊弓道場 足洗い場排水工事、照明取替
＊その他 草刈機修繕

3 上浜キャンパス自転車登録制の実施

学内外での自転車マナー向上を目指し、上浜キャンパスに乗り入れる学生の自転車に登録シールを貼付する
自転車乗り入れ登録制を引き続き実施した。また、学内における自転車の登録状況の調査を実施した。調査の
結果、R8年度 3月末の自転車登録台総数は、4,733 台であり、前年度より 84台増加している。

4 交通安全指導等の実施

例年苦情の多い、歩行者・自転車の通学マナーなどの問題について、春季4月22日、24日（午前9時45分～）、
秋季 10月 21 日、23日（午前 9時 45 分～）の 30分間、朝の通学ラッシュ時における地域の安全・安心のため、
交通マナーの向上を図り、交通事故の防止することを目的として、近鉄江戸橋から三重大学正門までの街頭で
学生への交通安全指導を実施した。学生総合支援・キャリアセンター教員、学務部職員、学生ボランティアが、
津警察の協力を得て、横断歩道を渡る学生や、自転車による通学生に交通ルール遵守の注意喚起を行った。
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令和 7年度　クラブ・サークル一覧

●体育系・全学 令和 8年 3月 24日現在

クラブ名 男 女 計 クラブ名 男 女 計
1 陸上競技部 42 19 61 30 天狗ぅ（よさこいサークル） 11 10 21
2 水泳部 21 13 34 31 サイクリングサークル 8 3 11
3 硬式野球部 42 7 49 32 ラインブレイク（釣り・アウトドア） 65 5 70
4 準硬式野球部 43 4 47 33 NEXT（ダンス） 26 73 99
5 サッカー部 40 3 43 34 極津（よさこい） 0 46 46
6 ラグビー部 27 4 31 35 WILL（テニス） 111 59 170
7 アメリカンフットボール部 26 11 37 36 Wild Geese（アウトドア） 61 30 91
8 馬術部 12 11 23 37 日本拳法部 8 0 8
9 硬式テニス部 16 10 26 38 電気自動車研究会 11 0 11
10 ソフトテニス部 36 10 46 39 Links（ソフトテニス） 28 12 40
11 男子ハンドボール部 27 5 32 40 CHASE（ソフトテニス） 33 12 45
12 バレーボール部 22 18 40 41 サバイバルゲームサークル 23 3 26
13 バスケットボール部 15 16 31 42 ITF テコンドーサークル 34 15 49
14 バトミントン部 31 9 40 43 競技スキー部 19 13 32
15 卓球部 42 12 54 44 げつバド 79 33 112
16 ダンス部 12 21 33 45 MBC 15 2 17
17 剣道部 23 10 33 46 HOMESTEAL 27 4 31
18 空手道部 2 2 4 47 蹴る！マッハ（シューマッハ） 90 0 90
19 少林寺拳法部 2 8 10 48 三重大学学生フォーミュラチーム 15 0 15
20 合気道部 8 3 11 49 自転車競技部 11 0 11
21 ワンダーフォーゲル部 9 4 13 50 ユニバド 107 51 158
22 自動車部 21 2 23 51 アーチェリー部 3 5 8
23 弓道部 24 26 50 52 ハイチュウ（バレーボール） 70 38 108
24 ヨット部 17 9 26 53 キューブ（卓球サークル） 47 18 65
25 トライアスロン部 7 1 8 54 三重大学 e-Sports サークル 27 1 28
26 応援団 40 45 85 55 RUN＆GUN（バスケットサークル） 56 30 86
27 ジャグリアーノ（ジャグリングサークル、大道芸） 32 28 60 56 山嶺会（登山サークル） 4 0 4
28 ロボコンクラブM3RC 17 3 20 57 自然環境リテラシークラブ　NELC 14 14 28
29 スキューバダイビングサークル 45 11 56 58新規 ストライク（ボウリングサークル） 7 0 7

合計（体育系・全学）　58 1711 792 2503

●体育系・医学部
クラブ名 男 女 計 クラブ名 男 女 計

1 医学部サッカー部 33 22 55 11 医学部バレーボール部 31 32 63
2 医水野球部 19 3 22 12 医学部卓球部 33 19 52
3 医学部陸上競技部 25 23 48 13 医学部剣道部 7 4 11
4 医学部ゴルフ部 28 18 46 14 医学部弓道部 21 30 51
5 医学部ラグビー部 4 13 17 15 医学部空手道部 16 23 39
6 医学部ハンドボール部 25 23 48 16 医学部合氣道部 7 18 25
7 医学部ソフトテニス部 28 23 51 17 医学部競技スキー部 18 12 30
8 医学部硬式庭球部 36 24 60 18 医学部水泳部 11 11 22
9 医学部バスケットボール部 21 17 38 19 医学部山岳部 26 18 44
10 医学部バドミントン部 25 28 53 20 医学ダンス部 Shuffl  e 5 14 19

合計（体育系・医学部）　20 419 375 794
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●文化系・全学
クラブ名 男 女 計 クラブ名 男 女 計

1 管弦楽団 13 35 48 37 三重創生ファンタジスタクラブ 52 78 130
2 吹奏楽団 24 52 76 38 忍者部 27 15 42
3 ギターマンドリンクラブ 21 24 45 39 DOT（犬・猫の保護） 7 19 26
4 邦楽部 4 13 17 40 競技かるたサークル 10 27 37
5 室内楽団 4 8 12 41 オカルト研究部 13 5 18
6 写真部 22 9 31 42 法学研究会 13 5 18
7 合唱団 19 16 35 43 魚食サークルMarisco 32 20 52
8 美術部 7 9 16 44 クリエイティブサークル　FORTUNE 4 7 11
9 軽音楽部 32 45 77 45 教職サークル「ぼーろ」 4 3 7
10 ピアノ同好会 KLUB KLAVIER 27 21 48 46 バーチャルキャンパス　MUVC 17 4 21
11 表千家茶道部 5 13 18 47 International Gloup（留学生との交流） 41 84 125
12 裏千家茶道部 2 17 19 48 Organicrops（食物有機栽培） 17 4 21
13 TRPG同好会（ボードゲーム） 41 8 49 49 書道サークル 4 10 14
14 創作活動サークル　リカゲル 13 24 37 50 イリュージョン（ポケモンサークル） 39 2 41
15 囲碁・将棋部 18 1 19 51 お茶サークル 6 7 13
16 HELLO FM!! 11 15 26 52 ぬいぐるみサークル・ぬいゆるり 1 13 14
17 献血推進サークル“ヴァンパイア” 2 5 7 53 ノウフク！（農福連携） 5 10 15
18 エレクトーンサークル23-tow･three- 3 12 15 54 三重大学起業部 7 3 10
19 万葉旅行の会 8 5 13 55 IKOLLYEサポーター（地域再生ボランティア） 1 9 10
20 Bb（軽音サークル） 46 37 83 56 三重大ストレートフラッシュ（健全ポーカー） 12 6 18
21 かめっぷり（ウミガメ保全） 42 39 81 57 競技麻雀サークル 3 0 3
22 劇団アディスト（演劇） 14 25 39 58 古着サークルふるふる 7 2 9
23 ねこサークル（ねこ保護） 28 12 40 59 コスメサークル　up-date 0 5 5
24 天文サークル　SOLA 51 46 97 60 三重大学デュエマクラブ 10 0 10
25 BBS（教育ボランティア） 6 35 41 61 子ども・若者活動企画サークル みえのわ 5 16 21
26 ぶるさぁ。（アンザンブルサークル） 43 38 81 62新規 三重大学ラーメンサークル 7 0 7
27 Pioneer（アカペラ） 22 33 55 63新規 中国研究会 2 3 5
28 アンビシャスカード（マジック） 18 10 28 64新規 三重大学ネイチャーアイランド（森林ボランティア） 3 3 6
29 Meiku ［メイク（地域おこし）］ 14 24 38 65新規 文芸サークル、くとうてん。 7 1 8
30 つくしんぼサークル（子供ボランティア） 14 44 58 66新規 プロジェクトD（農村ボランティア） 66 30 96
31 mil-poa（手芸サークル） 2 11 13 67新規 あの学よさこい運営サークル（よさこい祭りの継承） 1 2 3
32 カフェ・サークル　Le　Lien 40 38 78 68新規 YADORIGI（ツリーハウスを拠点とした地域との交流） 11 8 19
33 Bio Record（標本作製サークル） 17 6 23 69新規 iMAPS（パソコンスキルの向上） 14 14 28
34 計算研究会 12 0 12 70新規 アーティストサークル 5 1 6
35 トラッパーズ（狩猟） 14 5 19 71新規 創作サークルCREA 1 5 6
36 aquri-M（水生生物飼育・展示） 20 2 22 72新規 建築サークル 4 2 6

73新規 お笑いサークル 8 3 11
合計（文化系・全学）　73 1145 1163 2308
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●文化系・医学部
クラブ名 男 女 計 クラブ名 男 女 計

1 東洋医学研究会 8 17 25 8 小児科訪問ボランティアサークルぞくよん 8 38 46
2 医学部軽音楽部 11 21 32 9 MUSH（Mie University Students Helper） 19 30 49
3 Session サークル BAG 53 49 102 10 JAZZ BAR 1 5 6
4 きゅうめい部 14 32 46 11 すずみえ（慢性 痛・多職種連携勉強会） 4 1 5
5 U-Cam 0 3 3 12 しまうま 7 4 11
6 よき医療者をめざす学生研究会 31 21 52 13 臨床推論勉強会　CIRCINO 8 11 19
7 MIE-project 5 10 15 14 学生国際協力団体　HeartsTree 0 8 8

15新規 にこりんく 1 20 21
合計（文化系・医学部）　15 170 270 440

令和 8年度クラブ・サークル数　166 男 女 計
3445 2600 6045
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3．学生相談ユニット

令和 7年度　学生相談センター　活動報告

1 今年度のトピックス

（1）「学生相談」に関する学生への意識調査（学生支援に関するアンケート調査）
学生支援・キャリアセンターが 10月から 12月にかけて実施した「三重大学における学生支援に関するアン
ケート調査」において、当ユニットからも、学生相談に関する複数の質問項目を追加し、調査を行った。
当ユニットから追加した質問項目は以下のとおりである（選択肢の詳細は割愛する）。
1．入学以降、学生生活の中で経験した、または困難を感じた問題・トラブルの有無
2．悩みごとや困りごとが生じた際に相談する相手
3．「学生なんでも相談室」の認知状況
4．「学生なんでも相談室」ホームページに掲載されているチャットボットの認知状況
5．本学における各種「学生による学生支援活動」（ピアサポート）団体の認知状況
本調査における分析結果の詳細については別紙に譲るが、学生相談の領域に関しては、主に以下のような知
見が得られた。
まず、質問①では、メンタル不調や学生同士の人間関係に関するトラブルを経験したと回答する学生が相対
的に多く、学生生活上の心理的負担の大きさが改めて確認された。質問②では、どの学年においても「家族」
や「友人・先輩・後輩」を相談相手とする割合が高かったものの、学年が上がるにつれてその割合は減少し、
これら以外の相談先を選択する傾向も徐々に高まることが示された。質問③では、「学生なんでも相談室」につ
いて、全学年層で概ね 70％以上の認知度が確認され、一定の周知がなされていることが明らかとなった。一方、
質問④のチャットボットに関しては、認知度が 10～ 30％程度にとどまっており、あまり有効に活用されてい
なかった（※チャットボットについては、全学的に令和 7年度をもって運用終了となる予定）。質問⑤では、「生
協学生委員会」および「ピアサポーター学生委員会」が比較的よく知られていた一方で、約 20％の学生が「い
ずれの団体も知らない」と回答しており、本学におけるピアサポート活動の認知向上に向けた取り組みの余地
が確認された。
また、自由記述欄には、相談室の存在や対応について肯定的な意見が寄せられた一方で、「相談室を追い返さ
れたのは一生忘れません」などの否定的な意見も複数見られた。来談学生からの要望の全てに対応することは
現実的には困難であるものの、相談室の利用者が少しでも安心して相談や質問ができるよう、対応の質の向上
と満足度の改善に取り組む必要があると考える。
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2 相談・援助活動

（1）来談者に関する統計
1）総利用件数

新規相談受付

案内
Co. による
継続面接

その他の
継続対応

総計
教育 心理 進路 生活 その他 合計

4月 3 7 3 1 1 15（ 9.2）140（76.2）16（18.0） 47（39.4） 218（142.8）
5月 8 6 2 4 0 20（12.8） 63（62.8）27（21.8） 39（36.6） 149（134.0）
6月 3 6 2 1 0 12（11.6） 49（45.8）43（28.4） 32（43.2） 136（129.0）
7月 10 4 0 5 0 19（11.6） 47（45.0）42（28.4） 39（44.4） 147（129.4）
8月 2 5 1 3 0 11（ 7.8） 37（37.8）20（17.2） 30（28.2） 98（ 91.0）
9月 1 5 1 0 0 7（ 9.6） 19（48.2）30（23.0） 50（49.4） 106（130.2）
10月 6 4 0 1 0 11（ 7.4） 48（42.2）41（28.6） 63（42.6） 163（120.8）
11月 1 4 1 2 0 8（10.8） 37（36.8）40（26.6） 69（37.4） 154（111.6）
12月 2 11 0 0 0 13（11.2） 40（35.2）40（24.8） 43（37.4） 136（108.6）
1月 2 5 2 1 0 10（ 8.6） 17（45.4）38（30.8） 55（49.2） 120（134.0）
2月 4 1 2 0 0 7（ 6.4） 19（29.6）28（28.0） 37（45.2） 91（109.2）
3月 3 5 0 1 0 9（ 8.6） 38（39.2）32（25.8） 34（44.0） 113（116.4）

合計 45 63 14 19 1 142
（115.6）

554
（544.2）

397
（301.4）

538
（497.0）

1631
（1457.0）

※数字はいずれも延べ件数を示す。※「Co.」は心理カウンセラーを指す。
※「新規相談受付」件数の「その他」は、心理テスト・箱庭療法体験、分類困難な相談等の総数を示す。
※「案内」は、事務的な案内や比較的軽微な相談等、およびピアサポーターによる相談対応件数の総数を示す。
※「その他の継続対応」は、主にCo. による担当事例に関する面接室外のケースワーク活動等の総数を示す。
※カッコ内は、当該項目の直近 5年間（令和 2年度～令和 6年度）における平均値を示す。

2）新規相談受付の内訳

受付
件数

男女別 学年別

男 女 他 B1 B2 B3 B4 B5/
B6

M1
（P1）

M2
（P2） D以上 他

4月 15 6 9 0 3 1 4 3 0 1 2 1 0
5 月 20 8 12 0 3 3 4 7 0 1 1 1 0
6 月 12 6 6 0 2 1 2 5 0 2 0 0 0
7 月 19 8 11 0 2 5 1 3 0 3 5 0 0
8 月 11 7 4 0 1 1 5 0 0 4 0 0 0
9 月 7 6 1 0 0 1 2 2 0 2 0 0 0
10 月 11 5 6 0 1 3 1 1 0 4 1 0 0
11 月 8 5 3 0 1 0 1 3 0 2 1 0 0
12 月 13 8 5 0 1 3 4 2 1 1 1 0 0
1 月 10 6 4 0 2 1 1 3 0 3 0 0 0
2 月 7 5 2 0 0 1 1 5 0 0 0 0 0
3 月 9 5 4 0 2 1 1 2 0 2 0 1 0

合計 133
（115.6）

70
（55.6）

63
（59.8）

0
（0.0）

18
（16.6）

21
（19.4）

27
（25.4）

36
（31.6）

1
（0.8）

25
（10.6）

11
（8.2）

3
（2.2）

0
（0.6）

※カッコ内は、当該項目の直近 5年間（令和元年度～令和 5年度）における平均値を示す。
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【今年度の相談活動について】
総計（1631 件）は、過去直近 5年間の平均値（以下、平均値）より 174 件多く、比較的不調だった昨年度
と比較すると 337 件増加した。特に「新規相談受付」（142 件）は、平均値を 22.9％上回っていた。これに伴って、
「継続面接」の数値（397 件：31.7％増）も押し上げられる形になったものと考える。その「新規相談受付」の
内訳（男女別・学年別データ）を見てみると、M1（P1）からの相談は、平均値を 135.8％上回っており、M2（P2）
も 34.1％上回るなど、修士課程の学生からの相談が特に多い傾向が見られた。修士課程の学生からの相談内容
の多くは、研究（研究室内での人間関係等含む）に関することや進路に関することである。修士課程の学生を
取り巻く環境について、改めて考察する必要があるかもしれない。
一方で、「案内」（554 件）は平均値と同程度であり、伸び悩んだ昨年度からは回復しているものの、今年度
の他の数値と比べればそれほど増えることは無かった。「案内」は、先述のとおり、「事務的な案内や比較的軽
微な相談等、およびピアサポーターによる相談対応件数の総数」を示す指標である。それ故、その対象は主に
1年生などの比較的学年の若い学生ということになるが、4月のピアサポーターによる新入生対象の相談活動
でも対応件数は減少傾向が続いており、また、昨今は、ちょっとした疑問や困り事であれば、ChatGPT などの
生成AI を用いて、自身の手元で気軽に解消できる環境が整っていることなども背景に考えられるだろう。

（2）ピアサポーターによる活動
＊「新入生なんでも相談会」の実施　【4月】
【活動内容】
主に新入生を対象とした相談活動。履修相談から大学生活の悩みまで幅広い相談に “なんでも ”対応する

企画である。今回は対面相談の形で行ったが、利用者は昨年度と比べるとやや増加した。SNSなどを用いて、
昨年度よりも早めに広報できたことが功を奏したと考える。また、特に人文学部の学生からの利用が圧倒的
に多かったが、時間割の組み方の自由度が比較的高いことや、他学部よりも履修登録締切まで少し時間に余
裕がある（考える時間がある）ことなどが影響しているものと思われる。なお、利用者に行ったアンケート
においても、概ね高評価を得ることができた。
【メンバーの関与】
2日間の合計で 7名程度（一部CPS 学生委員会メンバーにも協力を依頼）。

【企画参加者（来談者）】
利用者：人文学部 23名、医学部 1名、工学部 2名、生物資源学部 1名。合計 27名。

＊CPS学生委員会との合同企画「秋の合同サークル勧誘説明会」の開催　【10月】
【活動内容】
昨年度に続き、CPS 学生委員会からの提案に基づいて ”秋の合同サークル勧誘説明会 ”企画について、企

画準備、広報、当日の運営などを両団体の合同主催という形で行った。企画の目的は、一つは、春の時点でサー
クル・部活に入りそびれてしまった学生に対して改めてサークル・部活を紹介する場を提供することであり、
もう一つは、人数が不足しているサークル・部活の活性化に向けてのサポートであった。また、当委員会も
当日の参加団体の一つとして参加した。
【メンバーの関与】
準備、当日含め。8名程度が参加。

＊CPS学生委員会との合併に向けての協議　【10月以降】
【活動内容】
CPS 学生委員会のメンバー減少に伴い、先方より合併（当方へ合流）したいとの申し出があった。これを

受けて、10月以降、何度か両メンバーで協議を重ね、① 2025 年度をもって「CPS 学生委員会」は解散する、
② 2026 年度以降、「ピアサポーター学生委員会」における「キャリア支援部門」という内部プロジェクトと
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して活動を継続、③ただし、ミーティングや企画実施などは協力して行う、委員会としての一体感を維持する、
という方針で進めることとなり、関係組織や教職員からも承諾を得た。
【メンバーの関与】
当委員会からは 2、3人程度が協議に参加。

【参加者】
CPS 学生委員会からも、2、3名程度が協議に参加した。

＊「ぴあのわ（全国大学ピアサポーター合同研修会）」への参加　【11月】
【活動内容】
11月 29・30 日に、「全国大学ピアサポーター合同研修会　ぴあのわ 2025 in 愛媛」（幹事校：愛媛大学）
が開催された。期間中は「ワークショップ」「交流会」、「各校の活動紹介（ポスターセッション）」などが行
われた。
【メンバーの関与】
メンバー 1人が参加した。

【参加者】
「ぴあのわ」には、本学を除くと、主催校の愛媛大学をはじめ、大阪経済大学、岡山大学、関西大学、北見
工業大学、京都大学、高知工科大学、高知大学、神戸学院大学、神戸親和大学、筑波大学、中部大学、東京
科学大学、東京大学、鳥取大学、長崎大学、長崎純心大学、名古屋工業大学、名古屋大学、人間環境大学、
北海道医療大学、北星学園大学、北海道大学、松山大学、明治学院大学、の各ピアサポーターと教職員らが
参加した。

その他、以下のような活動も行った。
＊大学祭での模擬店の出店（広報）　【11月】
＊アカデミックフェア 2025 での全体の進行役の担当　【11月】
＊年間 19回のランチミーティング

3 教育・広報活動

（1）教育活動
・授業の担当（いずれも鈴木によるもの）

教養教育　　　前期　「ピアサポート実践」 ※副担当に風間惇希講師（障害学生支援部門）
教養教育　　　後期　「こころのサポート」
教養教育　　　後期　「学生生活支援実践」
教養教育　　　後期　「ピアサポート実践」 ※主担当は風間惇希講師（障害学生支援部門）

（2）広報活動
・大学ホームページを用いた相談室の休室・開室時間変更に関する広報
・ユニパ（全学配信メール）を活用した学生に対する相談室（ピアサポート活動）広報
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令和7年度　学生支援・キャリアセンター　学生相談ユニット　スタッフ
 学長補佐（教育担当） 伴　智美（生物資源学部 准教授）
 専任カウンセラー 鈴木　英一郎（教育推進・学生総合支援機構 講師）
 非常勤カウンセラー 藤川　和／近藤　有加里／藤野　京華／林　真寿美
 インテーカー 浮田　めぐみ（事務補佐員）
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Ⅲ キャリア支援部門
令和 7年度　活動報告

1 キャリア教育科目について

授業科目・単位 授業テーマ 担当教員
授業時限 履修者数

前期 後期 前期 後期

キャリア教育入門 2単位 キャリア形成

長岡　みか
日下　清佳
勝田　みな
各学部開催

クラス別 クラス別 741 675

インターンシップ入門 2単位 インターンシップ 長岡　みか ― 火3・4 ― 39

ビジネスキャリア入門 2単位 ビジネスキャリア 日下　清佳 ― 水3・4 ― 6

日本理解特殊講義Ⅰ 2単位 三重の歴史と文化 奥山　夢菜 水5・6 ― 37 ―

現代社会理解特殊講義 2単位 三重の産業 奥山　夢菜 ― 水5・6 ― 37

日本理解特殊講義３ 2単位 医療・健康・福祉実践 織田　拓 集中 ― 5 ―

現代社会理解実践１ 2単位 次世代産業実践 織田　拓 ― 集中 ― 15

* キャリア支援部門に所属する教員担当の科目を掲載しています。
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2 インターンシップ

令和7年度インターンシップ参加者数（所属学部・研究科別／学年別）
【延べ数】

所属 学部生 大学院生 合計1年 2年 3年 4年 小計 修士 博士 小計

人文学部 2 12 118 11 143 0 143

教育学部 17 17 0 17

医学部 7 7 0 7

工学部 2 4 71 25 102 61 1 62 164

生物資源学部 11 48 1 60 26 26 86

地域イノベーション学研究科 - - - - 0 6 6 6

合計 4 27 261 37 329 93 1 94 423

■ 企業等受入数（実数）　191 機関
■ 事前研修会　330 名
■ 事後研修会　109 名
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3 就職活動支援

（1）就職ガイダンス
・令和 7年 4月～令和 8年 2月　32回実施
・参加数　延べ 4,448 人

NO. 日程 曜日 時間帯 開催場所 ガイダンス概要 参加人数 講師

1 通年 WEB キャリアセンタースタートアップガイダ
ンス（低学年向け） 72 キャリアセンター

2 4月11日 金 16：20～17：50 ZOOM 文系向け就職活動スケジュール・準備に
ついて概要 154

キャリアセンター・
リクナビ・
マイナビ

3 4月16日 水 16：20～17：50 ZOOM 理系向け就職活動スケジュール・準備に
ついて概要 307

キャリアセンター・
リクナビ・
マイナビ

4 通年 WEB 筆記試験対策講座 106 キャリタス

5 4月23日 水 16：20～17：50 ZOOM 自己分析・エントリーシート対策講座（自
己 PR・ガクチカ） 104 リクナビ

6 通年 WEB インターンシップ先の探し方講座 - キャリアセンター

7 通年 WEB インターンシップ履歴書対策講座 - キャリアセンター

8 5月14日 水 16：20～17：50 ZOOM インターンシップに向けた業界研究講座 98 マイナビ

9

5月21日 水

16：20～18：00 ZOOM インターンシップ学内企業説明会
（協定締結企業 15 社程度 ×4日程）

117

キャリアセンター
5月23日 金 114

5月28日 水 156

5月30日 金 93

10 6月4日 水 16:20～17:50 ZOOM 面接対策講座 58 マイナビ

11 6月11日 水 16：20～17：50 ZOOM 履歴書に書けて、仕事に役立つ資格を見つ
けよう！ 51 キャリアセンター

12

6月12日 木 10：30～14：30

三翠ホール

低学年のためのキャリアスタートセミ
ナー（46社） 364

キャリアセンター
6月16日 月 8：50～10：20 低学年のためのキャリアスタートセミ

ナー（26社） 157

6月17日 火 8：50～10：20 低学年のためのキャリアスタートセミ
ナー（15社） 98

6月18日 水 10：30～12：00 低学年のためのキャリアスタートセミ
ナー（15社） 97

13 6月20日 金 12：10～13：00 ZOOM 就活お悩み相談部屋　（旧：就職もやもや
部屋） 4 キャリタス

14 6月27日 金 16：20～17：50 ZOOM IS に役立つグループディスカッション活
躍講座 43 マイナビ

15 6月下旬～ 通年 WEB

インターンシップ事前研修会（人文学部）

330 各学部
キャリアセンター

インターンシップ事前研修会（工学部）

インターンシップ事前研修会（生物資源学部）

インターンシップ事前研修会（教育学部・
医学部）
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NO. 日程 曜日 時間帯 開催場所 ガイダンス概要 参加人数 講師

16 7月9日 水 16：30～18：30 三翠ホール 合同企業研究会（83社） 237 キャリアセンター

17 7月11日 金 16：30～18：30 三翠ホール 合同企業研究会（83社） 372 キャリアセンター

18 10月4日 土 13：00～16：45 三翠ホール

後期スタートアップガイダンス＋企業・
業界研究
① これまでのガイダンスについて総括、過
去回紹介
② 今後の就職活動スケジュール、準備につ
いて本学の
　ガイダンス予定を絡めながら紹介
＋卒業生交流セミナー（61社）

341 キャリアセンター・
マイナビ

19 10月10日 金 16：20～17：20 ZOOM
1・2年生向けキャリアガイダンス
「学生生活の充実が就職活動に与えるよい
影響」

18 マイナビ

20
11月12日 水

16：30～18：00 ZOOM インターンシップ事後研修会（全学部） 88
研修機関
各学部

キャリアセンター11月17日 月

21 11月19日 水 14：40～17：20 ZOOM 業界研究セミナー（14社）　 153 キャリアセンター

22 11月26日 水 14：40～17：20 ZOOM 業界研究セミナー（14社）　 141 キャリアセンター

23 12月5日 金 16：20～17：50 ZOOM 面接対策講座 27 ベネッセiキャリア

24 12月9日 火 13：00～16：10 三翠ホール 低学年のためのキャリアスタートセミ
ナー（40社） 246 キャリアセンター

25 12月19日 金 12：30～13：00 ZOOM 就活お悩み相談部屋　（旧：就職もやもや
部屋） 4 キャリタス

26 1月7日 水 14:30 ～17：30 ZOOM 公務員業務説明会 80 キャリアセンター

27 1月9日 金 14:30 ～17：30 ZOOM 公務員業務説明会 64 キャリアセンター

28 1月15日 木 16：20～17：50 ZOOM ビジネスマナー＆言葉遣い講座 15 キャリアセンター

29 1月23日 金 16：20～17：50 ZOOM 選べるガイダンス 21 マイナビ

30 2月12日 木 16：30～17：50 ZOOM インターンシップ事後研修会（全学部） 99 各学部
キャリアセンター

31 6月3日 水
総合研究棟 留学生向け就活セミナー

インターンシップガイダンス 19
キャリアセンター
国際戦略チーム
ハローワーク32 7月3日 水
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（2）模擬面接講座（旧：ミニ講座）（少人数制：個人面接・集団面接・グループディスカッション対策）
・令和 7年 4月～令和 8年 3月　9回実施　オンライン・対面
・参加学生数　延べ 48人

実施日 内容 参加数 実施日 内容 参加数

1 4月 7日 個人面接対策（2人オンライン、3人対面） 5 6 12月 18日 個人面接対策（終日オンライン） 5

2 4月 24日 個人面接対策（2人オンライン、4人対面） 6 7 1月 22日 個人面接対策（2人オンライン、4人対面） 6

3 5月 20日 個人面接対策（1人オンライン、4人対面） 5 8 2月 16日 個人面接対策（2人オンライン、3人対面） 5

4 6月 26日 個人面接対策（2人オンライン、3人対面） 5 9 3月 24日 個人面接対策（2人オンライン、4人対面） 6

5 7月 22日 個人面接対策（1人オンライン、4人対面） 5

計 48

（3）就職相談
・キャリアカウンセラー就職相談〔就職相談コーナー〕
【月別・相談内容別件数】 その他（送付状・お礼状・E-mail 作成） 延べ数

就職
相談

進路決定
相談

内定・内内
定の相談

履歴書
作成

エントリー
シート作成

志望
動機

自己
PR 面接 自己

分析 その他 合計

4月 41 0 12 0 38 0 1 124 0 1 3 220
5 月 54 0 8 0 53 0 3 83 0 0 0 201
6 月 51 0 12 1 108 2 2 61 0 1 1 239
7 月 50 2 7 0 67 0 1 98 0 1 3 229
8 月 21 1 8 2 31 0 1 51 0 0 2 117
9 月 34 4 5 2 40 0 2 28 0 0 1 116
10 月 72 1 4 0 82 0 1 71 0 2 3 236
11 月 37 0 0 0 61 0 1 73 0 0 7 179
12 月 42 0 7 0 65 0 3 92 0 0 3 212
1 月 32 0 4 4 55 2 2 107 0 3 0 209
2 月 34 0 8 0 54 1 4 102 0 1 3 207
3 月 47 1 13 1 73 2 1 96 0 0 2 236
合計 515 9 88 10 727 7 22 986 0 9 28 2401

4 ピアサポーター

○令和 7年度（前期）資格認定者 PS 5 人
 SA 2 人

○令和 7年度（後期）資格認定者 PS 11 人
 SA 0 人

 合計 18 人
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Ⅳ 障害学生支援部門
令和 7年度　障害学生支援グループ（障害学生支援センター）活動報告

1 障害等のある学生に関する相談支援

表 1に令和 7年度（2025 年度）の障害等のある学生に関する相談件数及び対応人数を示した。相談件数は
597 件であり、延べ人数は 1019 名、実人数は 232 名であった。そのうち、教職員からの相談件数は 276 件、
延べ人数は 523 名、実人数は 106 名であった。障害等のある学生からの相談件数は 403 件、延べ人数は 405 名、
実人数は 90名であった。

表1    令和 7年度 障害のある学生に関する相談件数及び対応人数
相談対応件数 相談者延人数 相談者実人数
学生 教職員 その他 学生 教職員 その他 学生 教職員 その他

4月 93 61 57 7 196 61 126 9 81 23 52 6
5 月 44 26 24 4 82 26 52 4 46 12 30 4
6 月 28 16 13 2 32 16 14 2 17 8 7 2
7 月 22 11 14 3 43 12 28 3 29 8 18 3
8 月 35 27 13 4 84 28 52 4 34 12 21 1
9 月 68 52 28 11 97 52 34 11 38 22 12 4
10 月 64 36 37 14 121 36 71 14 45 16 23 6
11 月 27 20 10 4 40 20 16 4 19 9 8 2
12 月 44 35 24 4 76 35 37 4 28 13 12 3
1 月 29 16 16 1 35 16 17 2 18 9 7 2
2 月 34 31 7 1 41 31 9 1 27 20 6 1
3 月 109 72 33 32 172 72 67 33 83 44 24 15
合計 597 403 276 87 1019 405 523 91 ※ 232 ※ 90 ※ 106 ※ 36
前年値 546 333 304 127 1051 333 585 133 ※ 229 ※ 65 ※ 122 ※ 42
※実人数は、令和 7年度の年間実人数であり、合計で示さない。
※学生：障害のある可能性を考慮しながら対応している学生を含む。
※その他：保護者、学外機関担当者

2 三重大学における障害学生支援の機能強化・拡充

・ 学内外の連携強化や障害学生支援に関する理解啓発のため、昨年度の研修内容を一部改訂したものを用いて、
全ての教職員を対象に障害学生支援に係る e-Learning 研修を実施した（6月 1日～ 12 月 28 日）。受講修了
率は 72.5%であった。
・ 筑波大学の佐々木銀河先生を招聘し、「発達障害やその傾向のある学生の教育・指導にあたっての基礎知識や
ポイント」というテーマで障害学生支援セミナー 2025 を開催した。セミナーの参加者は 58名（後日配信の
申込者 81名）であった。（11月 4日）
・ ATライブラリーに係る各種支援ツールの整備を行い、支援ツール一覧冊子の作成やホームページの改修等を
行った。（通年）
・ 多目的スペース（障害のある学生等が学習や休憩、交流等を行うことのできる部屋）を整備し、障害のある
学生を中心とした利用学生に開放した。（通年）
・ レポート課題等の文章作成への苦手さを抱える学生への支援企画として、毎週火曜日に「作文・レポート作
成相談室」を実施した。（前後期末にあたる令和 7年 7月及び令和 8年 1月の各 1か月間）
・ 障害学生支援センターと各部局選出の監督者及び学務担当係長等によって構成される「障害学生支援調整会
議」を 5回実施した。全学の支援状況に関する情報交換をはじめ、合理的配慮の実施状況に関するモニタリ
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ング調査の結果報告および事例の蓄積を行った。（5月 20 日、7月 15 日、9月 16 日、11月 18 日、2月 17 日）

3 学内関係部局および外部関係機関等との情報交換の推進

・ 東海地区にある国公私立大学の障害学生支援担当者が集う「第 13 回東海地区障害学生支援フォーラム大会
in 桜花学園大学」に副グループ長が参加した。（11月 15 日）
・ 医学部看護学科「2025 年度第 2回 FD研修会」にて『合理的配慮と学生の特性に合わせた指導上の工夫につ
いて』というテーマで副グループ長が研修を行った。（8月 26 日）
・ 人文学部の FD研修会『「障害等を理由とする合理的配慮」の申請はないが支援・配慮を要する学生への対応
について』における参加者からの意見や質問等に対して、副グループ長がコメントを寄せた。
・ 令和 7年度全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会「保健管理担当職三重地区研究会冬期例会」にて、『高
等教育機関における障害学生支援について―「障害の社会モデル」と「合理的配慮」の理解から始める第一歩―』
というテーマで副グループ長が研修を行った。（2月 13 日）
・ 地域イノベーション学研究科 FDにて、『合理的配慮と発達特性のある学生への対応について』というテーマ
で副グループ長が研修を行った。（3月 4日）
・ 障害学生支援センター、キャリアセンター、学生相談センター、ハローワーク津、三重県自閉症・発達障害
支援センター、三重県障害者職業センター、若者就業サポートステーションみえの担当者が参加する「障害
のある学生の就職支援に関する連携会議」を 2回実施し、障害のある学生の就労支援に関する現状共有及び
支援に関する意見交換を行った。（9月 18 日、2月 20 日）
・ アクセシビリティリーダー育成協議会の第 65～ 68 回総会が開催され、今年度のアクセシビリティリーダー
育成プログラムに関する検討や参画する各大学等の支援状況に関する意見交換を行った。（6月 20 日、9月
19 日、12月 25 日、3月 5日）
・ 県内の大学の障害学生支援の実務担当者の情報交換会「障害学生支援担当者情報交換会」を開催した。県内
の高等教育機関5校から、合計11名が参加し、各大学の支援状況や体制整備に関する意見交換等を行った。（1
月 20 日）

4 ACS学生委員会に所属する学生サポーターの支援技能を養成

・ 共通教育科目「現代社会理解実践 2（障害学生支援実践）」の授業を開講した。受講者は 26名であった。
・ ACS 学生委員会を組織し、10名の学生が委員会活動に参加した。
・ ACS 学生委員会や障害支援に関する情報を発信する壁新聞企画「ACS のねえ知ってる？」の第 9号（6月）、
第 10号（9月）、第 11号（11月）、第 12号（1月）を作成、発行した。
・ 学生が悩み等をノートに書き込み、ACS 学生委員会のサポーター学生がその投稿に答えていく企画「お便り
ノート」を実施した。今年度より、これまでの設置場所であった総合研究棟Ⅱ 1階に加え、図書館 1階エン
トランスに机を設置し、企画運営を行った。（通年）
・ 障害支援に関する知識習得を目的として、アクセシビリティリーダー育成協議会が提供するアクセシビリティ
リーダー育成プログラムのオンライン講座を受講した。また、アクセシビリティリーダー認定試験（2級）
に 1名が合格した。

5 その他

・ 全国高等教育障害学生支援協議会（AHEAD JAPAN）の第 11 回大会に参加し、障害学生支援に関する最新
の動向や支援体制の在り方について情報取得・交換を行った。（9月 4日、5日）
・ 公益財団法人 CTC未来財団の第 8期助成金事業（障がいのある青少年に対する修学及び就労機会創出の支
援事業）に採択され、災害時避難器具等の充実化を行った。
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Ⅴ SA（スチューデント・アシスタント）
キャリア・ピアサポーター資格取得ガイド
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